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▶2021 年もどうぞよろしくお願いいたします。2020
年は予想もしていなかったような激動の年となりま
したが，大変な状況の中，多くの看護管理者の皆
さまたちに支えられて雑誌の発行を続けることがで
きました。これからも有用な情報をお届けできるよう
に努めてまいります▶昨年からの大きな変化に，
学会などのオンライン化がありますが，日本看護学
会学術集会―看護管理もオンライン開催となりまし
た。今月号にNAレポートとして取材記事を書いて
いますが，巻頭でもお世話になっている石垣靖子
氏の講演が印象に残りました。ますます高い倫理
観が求められ，それをチームで共通した価値観とし
て定着させ，組織文化にしていくのが看護管理者
の大きな役割の１つだと強く認識しました。  （石塚）

▶本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。2013
年から弊誌の編集担当になり9年目を迎えました。
2020 年は働き方が大きく変わる1年になり，厳し
い局面が続きましたが，オンラインセミナーの開催な
ど，全国の読者の皆さまに学びや知をお届けする
新たな方法も経験することができました。偶然です
が，弊誌主催のオンライン読書会で画面越しに初
めてお会いした看護管理者の方と，すぐに直接お
会いする体験があり，オンラインのよさを感じながら
も，やはり直接お目にかかってお話しすることに勝
るものはないと感じました。2020 年の経験や感じ
たことを糧に，ウィズコロナ，アフターコロナを見越し
た新たなチャレンジをしていきたいと思っています。�
（小齋）

次号
予告 2

2021

February

編集後記

特集

「面会制限」「診療制限」が
患者の意思決定にもたらした
倫理的課題 
コロナ禍で患者・家族を支援した看護師の経験から
新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は全国で感染が拡大し，病院や地域の医療体制にも
大きな影響を及ぼしました。特に「面会制限」が，最期を過ごす場所や療養場所の選択にもた
らした影響は大きく，予期せぬ新たな感染症により急激に患者の状態が悪化し，患者本人の意
向を確かめることもできずに，家族に見守られることもままならず，最期を迎えざるを得ない，最期
の時間を過ごす療養場所の選定ができない，などさまざまな倫理的なジレンマが生じました。�  
本特集では，COVID-19 により顕在化した地域（訪問看護）と病院における「意思決定支援」
の課題に焦点を当て，病院と地域（訪問看護）それぞれの経験をご紹介いただき，今後の在り
方を考えるヒントとします。

【インタビュー】高齢者への ACP 支援，日本老年医学会等の ACP に関する 
提言の背景◉会田薫子

【インタビュー】高齢者とがん患者に対する意思決定支援◉田村恵子
リスク共生・リスク選択時代の意思決定◉山岸暁美
新型コロナウイルス感染拡大による「面会制限」および「診療制限」が 
患者の意思決定にもたらした倫理的課題 
訪問看護師へのアンケートと病院看護師へのインタビューを通して◉藤田愛
地域（訪問看護）と病院からの事例報告

【訪問看護】◉伊東紀揮／岩本大希／宇野さつき／富岡里江／郡美代子・松本美奈
【病院】◉小澤元子／岸田さな江／谷田由紀子／津田泰伸・山下将志

巻頭シリーズ

【石垣靖子氏・対話シリーズ】
看護と倫理　尊厳を護るケアの担い手として◉石垣靖子／田渕典子／高橋弘枝

facebookアカウントをお持ちの方は「いいね！」
をお願いします。
//www.facebook.com/kangokanri1991/
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。
//twitter.com/kangokanri

facebook，twitterやってます！
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